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「
上
善
如

水
」（
じ
ょ
う

ぜ
ん
み
ず
の
ご

と
し
）
と
い
う

銘
柄
の
酒
が
新
潟
に
あ
る
。

如
水
と
は
自
然
に
任
せ
る
意

味
だ
が
、
秀
吉
の
謀
臣
・
黒

田
官
兵
衛
の
号
で
も
あ
る
。

こ
の
酒
と
官
兵
衛
の
関
係
の

有
無
は
知
ら
な
い
。

　

官
兵
衛
の
残
し
た
句
に

「
…
道
は
迷
わ
ず
、
成
る
に

任
せ
る
」
と
あ
る
か
ら
、
号

に
は
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。

　

黒
田
姓
は
出
所
の
播
州
に

も
、
城
主
と
し
て
君
臨
し
た

福
岡
に
も
多
い
。
戦
後
、
北

京
か
ら
神
戸
に
引
き
揚
げ
て

き
た
私
は
、
食
糧
を
求
め
て

母
の
出
所
の
播
州
相
生
へ
親

戚
を
訪
ね
て
行
っ
た
が
、
そ

こ
ら
じ
ゅ
う
黒
田
姓
だ
ら
け

で
困
惑
し
た
。

　

官
兵
衛
の
辞
世
か
も
し
れ

な
い
こ
の
句
の
前
半
を
知
ら

な
い
が
、
後
半
だ
け
で
十
分

シ
ン
プ
ル
な
生
き
ざ
ま
が
伝

わ
っ
て
く
る
。
秀
吉
に
付
い

た
限
り
は
と
こ
と
ん
付
い
て

や
れ
と
、
秀
吉
晩
年
の
悪
政

に
も
口
を
挟
ま
な
か
っ
た
。

　

私
の
人
生
は
官
兵
衛
と
似

て
も
似
つ
か
ぬ
平
凡
そ
の
も

の
だ
が
、
私
も
水
の
如
く
運

命
に
逆
ら
わ
ず
歯
医
者
も
本

紙
の
コ
ラ
ム
も
や
り
続
け
て

い
る
。

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

　

素
案
に
は
29
日
の
締
め
切

り
ま
で
に
全
体
で
２
万
８
千

件
以
上
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
、
大
半
が
反
対
・
現
状
維

持
を
訴
え
る
内
容
。
特
に
、

敬
老
パ
ス
の
有
料
化
や
検
診

事
業
の
廃
止
な
ど
、
公
約
に

反
す
る
切
り
捨
て
策
に
批
判

が
集
中
し
て
い
る
。
大
阪
市

の
パ
ブ
コ
メ
と
し
て
は
過
去

最
多
で
、
素
案
が
市
民
生
活

に
与
え
る
影
響
の
大
き
さ
を

反
映
し
て
い
る
。

　

協
会
は
、
素
案
の
前
提
と

な
っ
て
い
る
「
５
０
０
億
円

の
通
常
収
支
不
足
」
に
つ
い

て
、
①
不
要
市
有
地
を
売
却

し
な
い
②
市
の
貯
金
で
あ
る

公
債
償
還
基
金
の
剰
余
分
を

活
用
し
な
い
―
―
な
ど
、
他

市
で
は
あ
り
得
な
い
条
件
で

算
定
し
て
い
る
こ
と
を
問
題

視
。
パ
ブ
コ
メ
で
、「
偽
り

の
財
政
危
機
を
前
提
に
し
た

素
案
は
、
全
面
撤
回
を
求
め

る
」
と
訴
え
た
。

　

削
減
・
廃
止
対
象
に
な
っ

て
い
る
国
民
健
康
保
険
料
の

独
自
減
免
制
度
や
、
歯
周
疾

患
検
診
な
ど
の
医
療
施
策
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
命
と
健

康
を
守
る
観
点
か
ら
存
続
・

拡
充
を
求
め
た
。

　

橋
下
徹
市
長
が
「
大
阪
都

構
想
」
に
向
け
、
現
在
の
行

政
区
を
８
～
９
単
位
に
ブ
ロ

ッ
ク
化
す
る
こ
と
を
明
記
し

て
い
る
こ
と
に
対
し
、「
市

長
選
で
は
現
在
の
行
政
区
を

尊
重
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、

ブ
ロ
ッ
ク
化
に
つ
い
て
市
民

の
合
意
は
得
ら
れ
て
い
な

い
」と
し
、
撤
回
を
求
め
た
。

　

協
会
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見

で
は
、
▽
「
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
削
減
し
過
ぎ
る
と
、
活
気

の
な
い
大
阪
市
に
な
っ
て
し

ま
う
」（
50
歳
代
）
▽
「
何

で
も
削
減
・
廃
止
あ
り
き
の

プ
ラ
ン
で
は
改
革
と
は
言
え

な
い
」（
50
歳
代
）
▽
「
年

収
２
０
０
万
円
４
人
家
族
で

国
保
料
38
万
円
。
病
気
に
な

っ
て
も
医
者
代
も
払
え
な

い
」（
60
歳
代
）
▽
「
有
料

に
な
れ
ば
検
診
に
行
く
ケ
ー

ス
が
少
な
く
な
り
、
有
病
化

率
・
重
症
率
が
高
く
な
る
」

（
50
歳
代
）
▽
「
大
型
公
共

事
業
に
関
わ
る
費
用
を
見
直

す
べ
き
」（
40
歳
代
）
―
―

な
ど
の
声
が
相
次
い
だ
。

　

大
阪
市
は
６
月
に
最
終
案

を
ま
と
め
、
７
月
編
成
の
本

格
予
算
案
に
反
映
さ
せ
る
。

　

社
保
研
究
部
は
、
歯
科
外

来
診
療
環
境
体
制
加
算
の
改

定
を
受
け
、
施
設
基
準
の
届

出
に
対
応
し
た
研
修
会
を
５

月
26
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で

開
い
た
。
原
田
丈
司
氏
（
大

阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科

助
教
）
が
講
師
を
務
め
、
会

場
い
っ
ぱ
い

の
１
１
３
人

が
参
加
。
受

講
者
に
は
、

届
出
の
際
に

必
要
と
な
る

修
了
証
を
発

行
し
た
。

　

医
療
事

故
、
イ
ン
シ

デ
ン
ト
（
ヒ

ヤ
リ
、
ハ
ッ

ト
）、
医
療
過
誤
、
医
療
紛

争
に
つ
い
て
各
々
に
解
説

し
、
一
つ
の
重
大
な
事
故
は

29
個
の
小
事
故
が
あ
り
、
そ

の
下
に
は
３
０
０
個
も
の
ヒ

ヤ
リ
、
ハ
ッ
ト
が
あ
る
と
い

う
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
を

説
明
し
た
。

　

そ
れ
に
は
ク
レ
ー
ム
だ
け

で
終
わ
る
の
が
30
％
、
数
万

円
単
位
の
見
舞
金
が
40
％
、

大
金
の
示
談
が
20
％
、
裁
判

へ
は
10
％
だ
と
説
明
し
た
。

ま
た
、
歯
科
特
有
の
イ
ン
シ

デ
ン
ト
と
し
て
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
写
真
を
示
し
な
が
ら
①
誤

飲
・
誤
嚥
・
迷
入
②
軟
組
織

の
損
傷
③
部
位
・
歯
種
ま
ち

が
い
④
衣
服
（
患
者
）
の
汚

染
―
―
を
説
明
。
治
療
方
法

な
ど
に
つ
い
て
話
し
た
。

　

ま
た
、
受
付
や
診
療
室
内

で
の
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
報
告

例
を
紹
介
し
、
イ
ン
フ
ォ
ー

ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
行
わ

な
い
と
医
療
事
故
が
な
く
て

も
損
害
賠
償
を
追
求
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

来
院
時
に
心
肺
停
止
に
な

っ
た
患
者
の
予
後
と
し
て
、

　

参
加
団
体
か
ら
は
そ
れ
ぞ

れ
の
現
状
や
制
度
存
続
の
た

め
の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ

た
ほ
か
、
共
済
を
守
る
共
同

の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
め

る
と
し
た
活
動
方
針
と
、
日

本
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
許
さ
な

い
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
を

新
た
に
盛
り
込
ん
だ
申
し
合

わ
せ
を
提
起
し
拍
手
で
確
認

し
た
。

　

交
流
会
に
は
６
団
体
か
ら

68
人
が
参
加
し
、
辻
惠
（
衆

・
民
主
）、
竹
本
直
一
（
同

・
自
民
）、
服
部
良
一
（
同

・
社
民
）、
山
下
芳
生
（
参

・
共
産
）
の
各
議
員
か
ら
連

帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら

れ
た
。

適
用
除
外
を
求
め
る
運
動
や

自
治
体
の
意
見
書
採
択
が
大

き
く
広
が
り
、
不
十
分
な
が

ら
も
救
済
措
置
が
で
き
た
。

５
年
に
及
ぶ
取
り
組
み
で
様

ざ
ま
な
団
体
が
共
同
で
き
る

状
況
に
あ
る
と
さ
れ
た
。

　

本
間
氏
は
「
日
本
の
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
は
現
在
適
用
除
外
と

な
っ
て
い
る
協
同
組
合
・
労

働
組
合
の
共
済
に
も
存
続
の

危
機
が
拡
大
す
る
問
題
で
あ

り
、
国
民
の
命
と
暮
ら
し
は

二
の
次
と
い
う
国
政
の
下
で

い
よ
い
よ
我
が
国
の
存
続
が

か
か
っ
て
い
る
。
自
主
共
済

を
守
る
運
動
を
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対

運
動
に
も
つ
な
げ
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
た
。

り
に
し
た
と
し
、
規
制
緩
和

を
許
す
経
済
社
会
が
Ｊ
Ｒ
福

知
山
線
脱
線
事
故
や
最
近
の

高
速
バ
ス
事
故
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
指
摘
。
規
制
緩
和

は「
命
を
効
率
化
」す
る
こ
と

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
大
事
故

は
政
治
・
政
策
が
原
因
で
起

こ
り
経
済
そ
の
も
の
を
駄
目

に
し
て
い
る
と
強
調
し
た
。

命
を
捨
て
た
社
会
が
現
存
す

る
一
方
で「
命
を
つ
な
ぐ
」社

会
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
、

反
貧
困
た
す
け
あ
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
取
り
組
み
の
中
で

も
共
済
の
重
要
性
や
規
制
問

題
が
共
有
さ
れ
て
き
て
い

る
。
共
済
規
制
が
本
格
化
し

た
05
年
以
降
、
保
険
業
法
の

大
学
教
授
を
招
い
た
学
習
交

流
会
を
開
い
た
。
本
間
氏
は

こ
れ
ま
で
の
共
済
規
制
の
経

緯
と
、
日
本
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

に
よ
っ
て
起
こ
り
え
る
協
同

組
合
・
労
働
組
合
共
済
へ
の

規
制
拡
大
を
中
心
に
、
震
災

と
原
発
事
故
に
も
触
れ
な
が

ら
講
演
し
た
。

　

本
間
氏
は
、
３
・
11
原
発

事
故
は
人
間
の
仕
業
が
日
常

生
活
を
変
え
、
震
災
・
津
波

と
い
う
自
然
災
害
の
意
味
も

変
え
て
い
た
こ
と
を
浮
き
彫

法
適
用
除
外
を
求
め
て
結
成

し
た
「
共
済
の
今
日
と
未
来

を
考
え
る
大
阪
懇
話
会
」
が

結
成
５
年
を
迎
え
、
５
月
17

日
に
本
間
照
光
・
青
山
学
院

　

２
０
０
７
年
３
月
、
医
科

・
歯
科
保
険
医
協
会
を
は
じ

め
大
阪
の
医
療
・
教
育
関
係

者
、
商
工
自
営
業
者
ら
の
団

体
が
、
自
主
共
済
の
保
険
業

心
拍
再
開
率
や
生
存
退
院

率
、
完
全
社
会
復
帰
率
な

ど
、
い
ず
れ
も
２
％
前
後
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
紹

介
。
そ
の
理
由
と
し
て
心
拍

停
止
後
４
分
で
脳
に
損
傷
が

起
き
、
10
分
で
脳
死
に
至
る

と
し
、
で
き
る
限
り
早
く
心

肺
蘇
生
を
開
始
す
る
事
が
大

事
で
あ
る
と
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
一
次
救
命
処
置

（
Ｂ
Ｌ
Ｓ
）、
二
次
救
命
処

置
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）
の
際
、
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
仕
方
や
、
息

を
吹
き
込
み
す
ぎ
て
も
生
存

率
が
低
く
な
る
こ
と
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
前
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

中
断
時
間
が
長
く
な
り
す
ぎ

る
と
蘇
生
率
が
低
く
な
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
話
し
た
。

　

歯
科
治
療
に
関
連
し
た
死

亡
事
故
に
つ
い
て
、
誤
飲
・

誤
嚥
へ
の
対
応
、
偶
発
症
の

発
症
時
期
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
の
治
療
法
を

述
べ
た
。

　

最
後
に
感
染
症
対
策
に
つ

い
て
原
田
氏
は
、
Ｂ
型
肝
炎

の
感
染
対
策
を
し
て
お
け
ば

Ｃ
型
肝
炎
、
エ
イ
ズ
に
も
十

分
対
応
可
能
で
あ
る
と
説

明
。
小
児
に
多
い
感
染
症
の

名
称
、
感
染
症
の
強
さ
、
感

染
原
因
に
つ
い
て
話
し
た
。

橋
下
市
長
は
こ
れ
ま
で
、

「
民
意
を
無
視
す
る
職
員
は

市
役
所
か
ら
去
っ
て
も
ら

う
」
と
息
巻
い
て
い
た
が
、

５
月
24
日
の
記
者
会
見
で
は

「
僕
は
２
６
０
万
人
の
代

表
。
パ
ブ
コ
メ
は
数
が
重
要

で
は
な
く
、
中
身
。
数
が
ど

う
の
は
気
に
し
て
い
な
い
」

と
述
べ
、
市
民
の
声
に
耳
を

ふ
さ
い
で
い
る
。

　

「
改
革
プ
ラ
ン
は
市
長
選
の
公
約
に
反
す
る
も
の
ば
か
り
」
―
―
。
医
療
や
福
祉
な

ど
市
民
向
け
施
策
を
大
幅
に
カ
ッ
ト
す
る
「
大
阪
市
政
改
革
プ
ラ
ン
（
素
案
）」
に
対

し
、
会
員
ら
か
ら
延
べ
１
０
８
人
分
５
２
６
項
目
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
が
協
会

に
寄
せ
ら
れ
た
。
す
べ
て
が
素
案
を
批
判
す
る
内
容
で
、
意
見
が
殺
到
し
て
い
る
。
協

会
は
、「
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
社
会
保
障
施
策
を
存
続
・
拡
充
す
べ
き
」
な

ど
と
し
た
17
項
目
の
協
会
意
見
と
合
わ
せ
て
、
５
月
29
日
に
大
阪
市
に
提
出
し
た
。

協
会
　
延
べ
１
０
８
人
分
５
２
６
項
目
を
提
出

〝改革プランは公約違反〟
偽りの財政危機は全面撤回を

大
阪
市
政

外
来
環
研
修
会
に
１
１
３
人

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
共
済
の
危
機
拡
大

医
療
事
故
や
安
全
対
策
学
ぶ

結
成
５
周
年
で
学
習
交
流
会

社保研究部

大阪懇話会

外来環の施設基準の届出に対応した
研修会＝５月26日、M＆Dホール

「TPPで共済の危機が拡大
する」と語る本間照光氏＝
５月17日、M＆Dホール

※�今号に同封。周術期の口腔管理や
広範囲顎骨支持型装置埋入手術、
介護保険の新たな様式などを追加

大阪府歯科保険医協会
歯科臨床・学術部編
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